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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第131期

第２四半期連結
累計期間

第132期
第２四半期連結

累計期間
第131期

会計期間

 自 平成24年
　　４月１日
 至 平成24年
　　９月30日

 自 平成25年
　　４月１日
 至 平成25年
　　９月30日

自 平成24年
   ４月１日
至 平成25年
   ３月31日

売上高 (百万円) 83,784 93,713 168,102

経常利益 (百万円) 357 641 1,267

四半期(当期)純利益 (百万円) 136 498 612

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 183 122 1,625

純資産額 (百万円) 7,757 8,784 9,198

総資産額 (百万円) 64,636 69,614 67,466

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 11.40 41.93 51.04

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円)
 

─
※３

 
─

※３

 
─

※３

自己資本比率 (％) 11.92 12.56 13.54

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 856 △83 435

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △645 △424 △920

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △438 1,298 △461

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,627 2,700 1,909

　

回次
第131期

第２四半期連結
会計期間

第132期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

 自 平成24年
　　７月１日
 至 平成24年
　　９月30日

 自 平成25年
　　７月１日
 至 平成25年
　　９月30日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 0.60 24.89

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　 ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特記すべき事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和等により、引

き続き景況感は回復しつつあるものの、中国経済の減速や米国金融政策等の懸念材料もあり、先行き不透

明なまま推移いたしました。

当社グループの主力商品の大衆薬につきましても、依然として荷動きの鈍化が続いており、苦戦をいた

しましたが、美と健康に関するニーズを対象にスキンケア群、コンタクトケア群、衛生医療・介護用品群

等の新しいカテゴリーに注力いたしました。

また、広域化する有力ドラッグストアとの取引関係を引き続き強化するのと同時にID事業部が地場に根

ざした独立薬局・薬店とコンセプトを共有して積極的な取引に取り組んでまいりました。更にスーパー

マーケット・ホームセンター・ディスカウントストア等新業態との取引の開拓・深化にも積極的に取り組

んでまいりました。加えて、昨年立ち上げました快適生活用品事業部も、主として高齢者・単身世帯を

ターゲットとした品揃えの充実を、継続して推し進めてまいりました。更に、かねてより力を入れて参り

ました非価格競争のできる商流力アップに努めましたことにより、売上は増収となり、大衆薬卸業界にお

けるシェアをさらに強固なものとすることが出来ました。他方、収益面では、医薬品メーカーからの取引

条件の見直し要請に加え、ドラッグストア業界の価格競争の激化を要因とする値下げ要求が一層厳しさを

増し、かつセンターフィーも引き続き増加傾向が続きましたが、物流関係を中心とする生産性の向上、ま

た、経費削減に継続して注力いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は93,713百万円（前年同期比11.9％増）、連結経

常利益は641百万円（前年同期比79.3％増）、連結四半期純利益は498百万円（前年同期比264.1 ％増）と

増収増益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結累計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ、受取手形及び売掛金が302百

万円増加した事等により、結果として2,147百万円増加の69,614百万円となりました。また、負債は、支

払手形及び買掛金が719百万円増加した事等により、2,561百万円増加し、60,829百万円となり、純資産は

その他有価証券評価差額金が361百万円減少した事等により、413百万円減少の8,784百万円となりまし

た。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、期首残高より

も790百万円増加し2,700百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因はつぎのとおりであり

ます。
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　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、83百万円（前年同期比940百万円増）となりました。これは主とし

て、仕入債務の増減額の減少によるものであります。

 

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、424百万円（前年同期比220百万円減）となりました。これは主とし

て、事業譲受による支払の減少によるものであります。

 

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、1,298百万円（前年同期比1,736百万円増）となりました。これは主と

して、借入によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,256,400

計 45,256,400

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,572,100 12,572,100
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は
100株であります。

計 12,572,100 12,572,100 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年９月30日 ─ 12,572 ─ 1,751 ─ 1,475

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ロート製薬株式会社 大阪府大阪市生野区巽西１丁目８－１ 1,759 13.99

株式会社大木 東京都文京区音羽２丁目１－４ 1,421 11.30

東邦ホールディングス株式会社 東京都世田谷区代沢５丁目２－１ 1,413 11.23

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 567 4.51

株式会社ツムラ 東京都港区赤坂２丁目17－11 531 4.22

第一三共ヘルスケア株式会社 東京都中央区日本橋３丁目14－10 510 4.05

松 井 秀 夫 埼玉県さいたま市浦和区 357 2.84

久光製薬株式会社 佐賀県鳥栖市田代大官町408 325 2.59

大鵬薬品工業株式会社 東京都千代田区神田錦町１丁目27 259 2.06

竹 田 知 広 東京都台東区 252 2.01

計 ― 7,397 58.84
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,421,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,131,900
111,319 ―

単元未満株式
普通株式

19,200
― ―

発行済株式総数 12,572,100 ― ―

総株主の議決権 ― 111,319 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個）

　　含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式36株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社大木

東京都文京区音羽
２丁目１番４号

1,421,000 ─ 1,421,000 11.30

計 ― 1,421,000 ─ 1,421,000 11.30
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 退任役員

　 　 　 　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役
業務本部長兼経営企画室長兼社長

室長
中村茂晴 平成25年８月７日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,999 2,792

受取手形及び売掛金
※3 34,612 ※3 34,915

たな卸資産
※1 11,587 ※1 12,186

その他 5,562 5,913

貸倒引当金 △243 △68

流動資産合計 53,519 55,738

固定資産

有形固定資産 6,160 6,550

無形固定資産 245 246

投資その他の資産

その他 8,046 7,657

貸倒引当金 △504 △578

投資その他の資産合計 7,541 7,079

固定資産合計 13,947 13,875

資産合計 67,466 69,614

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※3 47,045 ※3 47,764

短期借入金 4,765 6,238

引当金 362 387

その他 2,177 2,470

流動負債合計 54,349 56,860

固定負債

長期借入金 1,233 1,638

引当金 757 773

その他 1,928 1,557

固定負債合計 3,918 3,968

負債合計 58,268 60,829

EDINET提出書類

株式会社大木(E02648)

四半期報告書

12/27



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,751 1,751

資本剰余金 1,484 1,484

利益剰余金 3,624 4,002

自己株式 △266 △675

株主資本合計 6,594 6,564

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,538 2,176

その他の包括利益累計額合計 2,538 2,176

少数株主持分 65 43

純資産合計 9,198 8,784

負債純資産合計 67,466 69,614
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 83,784 93,713

売上原価 75,268 84,305

売上総利益 8,515 9,407

販売費及び一般管理費
※1 8,446 ※1 9,095

営業利益 69 312

営業外収益

受取利息 6 4

受取配当金 45 52

仕入割引 120 118

情報手数料 109 120

その他 101 123

営業外収益合計 384 417

営業外費用

支払利息 43 36

売上債権売却損 32 20

その他 19 31

営業外費用合計 95 88

経常利益 357 641

特別利益

負ののれん発生益 56 －

持分変動利益 13 －

特別利益合計 70 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 2

出資金評価損 27 －

減損損失 2 －

特別損失合計 30 2

税金等調整前四半期純利益 397 639

法人税、住民税及び事業税 218 365

法人税等調整額 37 △210

法人税等合計 255 154

少数株主損益調整前四半期純利益 141 484

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4 △13

四半期純利益 136 498
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 141 484

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 41 △361

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 41 △361

四半期包括利益 183 122

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 178 136

少数株主に係る四半期包括利益 4 △13
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 397 639

減価償却費 151 155

減損損失 2 －

のれん償却額 △46 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 145 △101

賞与引当金の増減額（△は減少） 7 17

返品調整引当金の増減額（△は減少） 10 7

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25 15

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4 1

受取利息及び受取配当金 △51 △56

支払利息 43 36

持分法による投資損益（△は益） △2 △4

投資有価証券評価損益（△は益） － 2

出資金評価損 27 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,693 △367

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,018 △598

未収入金の増減額（△は増加） △532 △231

仕入債務の増減額（△は減少） 4,782 553

未払金の増減額（△は減少） 200 186

未払消費税等の増減額（△は減少） △70 22

その他 △187 △119

小計 1,188 159

利息及び配当金の受取額 55 60

利息の支払額 △42 △38

法人税等の支払額 △345 △265

営業活動によるキャッシュ・フロー 856 △83

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40 △33

定期預金の払戻による収入 21 31

有形固定資産の取得による支出 △106 △357

無形固定資産の取得による支出 △35 △31

投資有価証券の取得による支出 △41 △40

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△0 －

関係会社株式の取得による支出 － △21

事業譲受による支出 △448 －

貸付金の回収による収入 5 27

その他 0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △645 △424
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △183 1,252

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △47 △44

長期借入れによる収入 391 1,100

長期借入金の返済による支出 △506 △474

少数株主からの払込みによる収入 33 －

自己株式の取得による支出 △0 △408

配当金の支払額 △119 △119

少数株主への配当金の支払額 △6 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △438 1,298

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △227 790

現金及び現金同等物の期首残高 2,855 1,909

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,627 2,700
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

※１ 商品及び製品 11,434百万円

　 原材料及び貯蔵品 139

　仕掛品 13

 ２ 受取手形割引高 37百万円

　

※３ 期末日満期手形の会計処理については、手形交
換日をもって決済処理しております。なお、連
結会計年度末日が金融機関の休日であったた
め、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれ
ております。

　 受取手形 209百万円

　 支払手形 182

※１ 商品及び製品 12,016百万円

　 原材料及び貯蔵品 162

　仕掛品 7

 ２              ――――――― 　

　

※３ 　　　　　　　―――――――
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(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　 配送・荷造保管費 1,092百万円

　 販売諸費 4,234

　 給与手当 1,423

　 貸倒引当金繰入額 158

　 賞与引当金繰入額 233

　退職給付費用 83

　 役員退職慰労引当金繰入額 10

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　 配送・荷造保管費 1,244百万円

　 販売諸費 4,920

　 給与手当 1,495

　 貸倒引当金繰入額 △75

　 賞与引当金繰入額 238

　退職給付費用 84

　 役員退職慰労引当金繰入額 8
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,707百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △80

現金及び現金同等物 2,627

　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,792百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △92

現金及び現金同等物 2,700
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月16日
取締役会

普通株式 120 10 平成24年３月31日 平成24年６月19日 利益剰余金

　

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月17日
取締役会

普通株式 120 10 平成25年３月31日 平成25年６月19日 利益剰余金

　

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社大木(E02648)

四半期報告書

23/27



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　当社および当社の連結子会社は医薬品等の製造・販売を事業内容としており、事業区分が単一セグメン

トのため、記載しておりません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　当社および当社の連結子会社は医薬品等の製造・販売を事業内容としており、事業区分が単一セグメン

トのため、記載しておりません。

　

　

(１株当たり情報)

　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11.40円

　 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 
 

１株当たり四半期純利益金額 41.93円

　 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 
 

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

四半期純利益金額(百万円) 136 498

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 136 498

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,004 11,887

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社大木(E02648)

四半期報告書

25/27



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    木    智    博    ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    齋    藤   　   　哲    ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月６日

株式会社大木

取締役会  御中

　

　

　

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社大木の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成
25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月
30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大木及び連結子会社の平成25年９
月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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